
主体的な「3015チャレンジマップ」の活用

【取組】

・運動委員と一緒に取り組む「3015チャレンジ

マップ・ミッション」

・全校で楽しく体力つくりに取り組むための校内

放送による「今日のおすすめミッション」の紹介

【成果】
・縦のつながりを生かしながら、下学年の子供が楽しく敏捷性や

投力の向上を目指すことができた。

・運動委員会が放送で呼びかけたり、一緒に運動遊びをしたりする

ことで日常的に体力つくりに取り組み、全校で90％の子供が学期

の目標を達成することができた。

【課題】
・運動委員会が提案する運動遊びと教科体育の学習内容をつなぐこ

とで、より効果的な取組に発展することができる。
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（エリアを決めた鬼遊び(敏捷性)） ドッジボール遊び(投力) 校内放送(体力つくりの習慣化)
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